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   「JFW テキスタイル・オンラインサロン」事業計画    資料４  

 

事業運営： 

一般社団法人 日本ファッション･ウィーク推進機構（JFW) 

 

事業概観： 

 年 2 回開催しているビジネス商談会 Premium Textile Japan(PTJ）のツールとして、オンライン展示 

会を開設する。日本のテキスタイル・コレクションをオンライン上に整理し、国内･海外の人と人、人と

情報の距離と時間を縮める。 

 

ビジョン： 

 JFW 主催のテキスタイル商談会のうち、PTJ の出展者を対象にトレンド＆インデックス展示申請素材

の画像を集積したウエブサイトを展開し、オンライン上で最新かつ迅速なテキスタイル情報の R&D

と、ビジネスマッチングを実現させる。JFW テキスタイル展に出展することで、対面して行なう実際の

商談会に加え、「JFW テキスタイル・オンラインサロン」（JTO）出品者として常時、自社のテキスタイ

ルを発信し、ビジネス契機を高めることができる。国内･海外のバイヤーは、欲しい時に欲しいテキス

タイル情報をタイムリーに検索（スマートフォンも対応）し情報収集できる。 

また、将来的には産地紹介動画を充実させて、業界を目指す学生や素材を学びたい業界人のための学習

ツールの側面を持たせる。 

各企業の素材・企業情報に加え、日本全国の産地情報や、ニュースを掲載した、テキスタイル情報のポ

ータルサイトとして活用できるサイトを目指す。世界の主力テキスタイル展示会でもデジタル化への動

きは加速している（＊１）。JTOは、日本のテキスタイルを国内外に紹介する主力サイトとして発展させる。 

 

（＊１）Milano Unica >>>「e-ミラノウニカコネクト」 

       Premiere Vision>>>「マーケットプレイス・プルミエール・ヴィジョン」 

    Intertextile Shanghai>>>「ハイブリッド・ショーケース」 

 

事業背景・解決したい課題： 

 商談会開催においては、事前の告知や事後のフォローアップが、成約の重要な鍵となるが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、販売活動のための移動や対面での商談のアポイントも制限が続いてい

る企業が多い。それを補うために出展者の取り扱い商品を、デジタル化しプレゼンテーションするペー

ジを開設する。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、テキスタイル業界においても深刻な需要の減少と生産体制

への打撃を余儀なくされている。JFW の国内商談会には、日本各地の繊維産地や地域からの出展者があ

る。商談会の会期後は、出張ベースでの営業・商談となり、経費も時間も掛かる。ウエブを活用したプロ

モーションの重要性は感じているものの、JFW テキスタイル展に出展する多くの中小企業にとっては、

経費や技術などの問題で自社単独での有効なウエブプロモーションを行うことはハードルが高い。 
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 「JFW テキスタイル・オンラインサロン」へのニーズ： 

日本最大のテキスタイル展を運営する JFW の業界知名度と影響力、組織力を活かし、全国の中小企業

をはじめとする素材企業の情報をウエブ上にテキスタイル・ライブラリーとしてまとめ、バイヤーのビ

ジネス活用を促進させる。テキスタイル・ビジネスにおいても、対面の商談だけでなく、オンライン･デ

ジタル化の推進による顧客との接点確保が求められている。小売市場では、オンラインでの消費が日常

となり、テキスタイルの商談の場でも、デジタル化した時に見栄えの良い生地という、新しい切り口での

提案も求められている。 

今までに、国内において全国の素材を集積する当事業のようなデジタルツールは存在しなかった。テキ

スタイル展を主催するＪＦＷがこのオンラインサロンを開設することにより、デジタルとリアル展示を

同時に管理運営し、新しい生活様式に沿った、新しい展示会様式を開拓する。 

 

「JFW テキスタイル・オンラインサロン」活用方法： 

JTO は出展者のアピールしたい最新のイチ押し素材と、素材に込められたものづくりのストーリーを、

直接バイヤーに伝えることができる。バイヤーは、商談会場に行く前にも行った後でも（または行けなく

ても）、欲しいときに欲しい素材情報が探せる。次シーズンのコレクション企画立案のデジタルツールと

して活用。ビジネスフォローができる継続的なデジタルシステム構築により、JFW の運営する展示会の

付加価値と役割を高める。 

将来的には英語の言語対応により、海外路開拓において幅広いプロモーションを可能にする。 

 

今後の発展性: 

 ・Step１：PTJ2022SS（展示会開催 2021 年 5 月 25・26 日）の全出展者を対象に開始。 

 ・Step２：PTJ2022AW（展示会開催 2022 年 12 月 7・8 日）の全出展者を対象に拡充。 

      JFW-JC 出展者への解禁は別途検討 

・Step３：英語対応を追加し、JFW の海外（上海、ミラノ）参加展示会の海外販路開拓を支援する。 

・Step４：ニュースや産地動画（YouTube）を充実 

 

※初年度は出品点数を一定とし出品料を無料。運営管理費は商談会費用に含むものとする。 

 ※定数以上の出品料は有料化を検討。※INDEX への掲載期間は 1 年 

 

出品（出展）者のメリット 

・商談会の会期中だけでなく、ウエブ上で常時、自社の得意とする素材をプロモーション。 

・顧客との接点が増え、ビジネスチャンスが広がる。 

・商談会前から出展品をプレゼンテーションすることにより、事前のニーズ調査が可能。 

・出張・営業活動の時間と経費が省ける。 
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ユーザーのメリット 

・いつでも好きな時に在社・在宅で、素材情報にアクセス。 

・テキスタイルを手に取るような高解像度のビジュアルと素材の風合い評価による指標で、 

素材イメージがわかりやすくつかめる。 

・検索機能により、求める素材をスピーディに探すことができる。 

・検索した素材を自身のライブラリーとして整理することで、商品企画のまとめに活用ができる。 

・ピンポイントで出品者へのアクセスを容易にする。 

・商談会の出展品を事前調査することにより、求める商品を扱う企業を、効率よく訪問できる。 

 

■ PTJ2022SS 掲載企業数：65 社 掲載素材数：698 点（内、サステイナブル素材：231 点） 

■ JTO サイト Open 2021 年 5 月 13 日 

 




















